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1. はじめに　～本報告での問題意識

　近年，学校教育の現場では，経済や金融に関する

教育の必要性について指摘する声がますます高まっ

てきている。実際に，平成 16 年度に金融庁が小・

中・高等学校の教員に対して行った，「初等中等教

育段階における金融経済教育に関するアンケート」

では，「金融経済教育についてどのように考える

か」という問いに対して，「重要でありかつ必要で

ある」という回答が，小学校で 56.9%，中学校で 74.6%，

高等学校で 81.3%と，他の選択肢と比較しても最も

多いという結果になった。

　また一方で，児童・生徒の親たちの意識としても，

野村證券株式会社が全国の高校生以下の子どもを持

つ母親に対して行った「第 3 回 家庭での経済教育

に関する調査」(平成 17 年)では，家庭での経済教育

の必要性について「かなり必要だ」「まあまあ必要

だ」という回答が 9割にも上っている。

　このように，子どもに対する経済や金融に関する

教育への意識が高まっている反面で，昨年来の株式

会社ライブドア，および，株式会社 M&A コンサル

ティングを中心とするいわゆる「村上ファンド」に

よる，多くの企業に対する株式取得による買収や，

それに続いて両企業代表者らに対して証券取引法違

反の容疑がかけられる，といった出来事から，株式

市場に対する不信感も広まっている。このことから，

さらに教育の分野においてさえも，子どもたちに学

校において経済や金融といったことについて授業な

どで深く触れさせることに対して，否定的な意見も

聞かれるようになってきている。

　このような昨今の現状を踏まえて本報告では，改

めて学校における経済教育・金融教育の必要性を主

張するとともに，それらの教育が目指していく目的

とは一体どのようなものであるのか，といった点に

ついて一定の示唆を与えることを，第一の目的とし

ている。そのために本稿では，まず次節で，現行の

学習指導要領では学校教育の中で「金融」の教育に

関してどのように規定されているのかを検討し，そ

れらを踏まえて本報告のより詳しい目的について述

べていくことにする。また，第 3 節では，その金融

教育の目的を達成するための実践的な方法として，

「GNU Octave」というソフトウェアを利用した教材

の策定について提案し，検討していくことにしたい。

さらに，最終節では，本稿で提案する金融教育のカ

リキュラムを採用した際に今後発生するであろう課

題について議論し，報告に向けてのまとめとする。

2. 学習指導要領における金融教育の位置づけと本報

告の目的

　文部科学省による高等学校学習指導要領(平成 11
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年 3 月告示，平成 15 年最終改正)によれば，第 2 章

第 3 節「公民」の中で「政治・経済」(第 2 款第 3)の

「2 内容」について，「(2)　現代の経済」に関する

事項として，以下のように述べられている。

「ア　経済社会の変容と現代経済の仕組み

　資本主義経済及び社会主義経済の変容，国民経

済における家計，企業，政府の役割，市場経済の

機能と限界，物価の動き，経済成長と景気変動，

財政の仕組みと働き及び租税の意義と役割，資金

の循環と金融機関の働きについて理解させ，(以下

略)」

本報告では今回，これらの学習すべきとされている

事柄のうち，「国民経済における家計，企業，政府

の役割」，「市場経済の機能と限界」および「資金の

循環と金融機関の働き」という項目に着目をした。

その上で，特に現代の株式会社を中心とする企業に

とって，資金調達方法の要でもある証券市場につい

て，その「仕組み」を生徒たちが理解するためのひ

とつの方法を提案していくことにしたい。

　また，同節の第 3 款「各科目にわたる内容の取り

扱い」(各科目とは，現代社会，倫理，政治・経済の

3科目を指す)では，次のように記載されている。

「1　各科目の指導に当たっては，(中略)，コンピ

ュータや情報通信ネットワークなどを活用して学

習の効果を高めるよう工夫するものとする。」

これは，学校におけるコンピュータの利用を特定の

教科の授業のみで行うのではなく，各教科・科目に

おいて積極的に利用すべきである，と主張している

部分であり，非常に重要な部分でもある。

　また，一方で，同じく高等学校学習指導要領の第

2 章第 10 節「情報」では，例えば「情報 B」(第 2

款第 2)の「2 内容」の中では，「(3)　問題のモデル

化とコンピュータを活用した解決」として，以下の

ような項目が提示されている。

「ア　モデル化とシミュレーション

身のまわりの現象や社会現象などを通して，モデ

ル化とシミュレーションの考え方や方法を理解さ

せ，実際の問題解決に活用できるようにする。(以

下略)」

これらの両科目での指導項目を踏まえた上で，生徒

たちが市場メカニズム—特に，株式市場においてそ

の市場の果たす機能と役割—を，コンピュータを利

用したモデル化とシミュレーションによって学習す

るための手段を紹介することを，本報告では最大の

目的としている。

　そこで，次節では実際に，「金融教育」に関する

教育内容の中でも，特に「株式市場」を中心テーマ

とした学習カリキュラムを，コンピュータを利用し

て実行するためのひとつの方法案を提示していくこ

とにする。

3. 「GNU Octave」を利用した金融教育の実践例

　本報告では，前節までに述べた金融教育の目的を

達成するためのツールとして，「GNU Octave」1) (以

下，「Octave」)というソフトウェアを利用する。

「 Octave」は GNU Project2)および Free Software

Foundation (FSF)によって配布されている "free

software"のひとつである 3)。

「Octave」は，そのソフトウェアの紹介 4)にあると

おり，コマンドラインから対話的に線形・非線形問

題を数値計算することに特化した言語である。本報

告で「Octave」を利用する理由として，次のような

点が挙げられる。
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(1)  前述のとおり"free software"であるので，ソフト

ウェア導入の際のライセンス料金についての問

題が発生しない。

(2)  Linux 系 OS，Mac OS，Windows 等複数の OS で

の利用が可能であり，プラットフォームに依存

しない。

(3)  対話的なインターフェイスであることで，それ

ぞれの課題について，生徒たちが着実に段階を

踏んで理解することができる。

　なお，本報告では，実際に「株式市場メカニズム」

をテーマにした金融教育のカリキュラムを提案して

いくが，その対象となる子どもとしては，中学生お

よび高校生を想定している。しかし，当然のことな

がら，中学生向けのカリキュラムと高校生向けのカ

リキュラムでは，取り上げることになるトピックス

は変化してくるだろう。そこで，本稿では紙幅の都

合上から，高校生向けのカリキュラムについてのみ

触れることになるが，実際のポスターセッションに

よる報告当日には，高校生以外の児童・生徒を対象

とした金融教育のあり方についても紹介する予定で

ある。

　さて，高校生を対象として授業で「株式市場メカ

ニズム」について取り上げるにあたっては，本稿で

は次のようなトピックスを理解することを目標とす

る。

(1) 金融市場での主体とその役割

(2) 現物取引とデリバティブ(金融派生商品)

(3) さまざまなスタイルのオプション取引

(4) オプション価格推計のための確率理論

(5) ブラック・ショールズモデル

(6) 金融市場へのブラウン運動(揺動散逸定理)，カオ

スの応用

　(1)については，この授業のイントロダクションと

して，様々な経済主体の中でどのような人々が，金

融市場に対して直接的あるいは間接的に関わってい

るかに触れていくことにする。特に，「直接金融」

と「間接金融」，「企業」と「投資家」，「銀行」と「金

利」といったものの役割について，生徒がこれまで

に学習してきていることを復習し，(2)以降の授業へ

の準備としたい。特に「金利」に関しては，例えば

資金を借り入れた際に，単利計算と複利計算，利子

率の水準によって，返済のときにどのような違いが

出てくるか，といったことを，実際の計算によって

実感してもらうことにしたい。

　(2)では，金融市場においてこれまでの伝統的な取

引(現物取引)である「預金」「貸出」「為替」「債券」

「株式」について理解することに加えて，「デリバ

ティブ」(金融派生商品)と呼ばれる取引について取

り上げていくことにする。また特に，デリバティブ

について理解するために必要な「リスク」について，

簡単なモデルを示してシミュレーションすることで，

生徒達の理解を促すことにしたい。

　(3)では，(2)で触れたデリバティブの中でも特に「オ

プション取引」に焦点をあて，その考え方と実際の

市場での取引について紹介したい。さらに，オプシ

ョン取引のいくつかのタイプの中で，「アメリカ

ン・タイプ」と「ヨーロピアン・タイプ」について，

両者の特徴と相違点や取引によって発生する結果を

「Octave」を利用して理解していくことを目的とし

ている。

　(4)については，前項で触れたオプション取引につ

いて，そのオプションの価格を推計するために必要

とされる確率理論についての知識を深めていくこと

にする。ここで取り上げるのは，主に「2 項分布」

と「正規分布」である。これらは高等学校の数学で

も一部が取り上げられるが，学習指導要領の上では

「数学 C」の内容とされているため，今回対象とし

ている生徒たちの全員が，必ずしも十分に理解して

いるわけでないことが予想される。そのため，この
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項目では「確率変数」や「確率分布」といった概念

について，コンピュータを使用して理解を深めるこ

とにしたい。

　(5)では，代表的なオプション価格推計のモデルで

ある「ブラック・ショールズモデル」について取り

上げ，そのモデルがどのような意味をもっているの

かについての考察を，授業の中で行っていくことに

したい。ここでは，特に数学的な式の操作を理解す

ることに固執するのではなく，前項までのトピック

スでのモデルを応用して，直感的であり，かつ，正

確な理解をコンピュータの上でのシミュレーション

を通じて生徒達に促すことを目標としたい。

　最後に(6)では，前項のブラック・ショールズモデ

ルに対して，より今日的な応用例として「ブラウン

運動」や「カオス」といったテーマを紹介し，金融

の分野において今後の課題とされていることについ

て触れ，この授業のまとめとしたい。

4. まとめ　～報告にむけて

　以上のように本稿では，学校現場でのコンピュー

タを利用した金融教育のひとつの例を提示したが，

現時点で残されている，かつ，重要な課題は次の 2

点である。

(1)  様々な種類の学校・学年に応じた金融教育カリ

キュラム，および，学習内容の策定

(2)  (1)で提示されたテーマについて，実際に使用す

るモデル・シミュレーション教材の作成

今回の「2006 PC Conference」における報告では，こ

の両者についてさらに検討を進めていくこととした

い。特に後者については，本稿で提示した「株式市

場メカニズム」についての学習のためのモデル，お

よび，シミュレーションを，実際にコンピュータ上

で「Octave」を利用してデモンストレーションを行

う予定である。
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1) http://www.gnu.org/software/octave/
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